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多国籍共生街
—東京都北区赤羽における提案—
INSTRUCTIONS FOR PREPARATION OF CAMERA-READY MANUSCRIPTS
FOR BULLETIN OF GRADUATE ENGINEERING AND DESIGN STUDIES
齊藤雄太
Yuta SAITO
主査　陣内秀信　　　副査　赤松佳珠子・渡辺眞理　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
It is a theme to handle by a master design to regard symbiosis, the harmony of the people of the 
emigrant as people living in Japan. It is expected in the coming times that globalization increases. 
The infrastructure maintenance when emigrants increased is not set.
I showed the test calculation of the population change by Cabinet Office accepting 200,000 a 
year emigrants on the end of February, 2014.
It comes on a third dimension that this accepts an emigrant from the foreign countries. A big 
change will happen in Japanese population composition soon. The infrastructure for people living 
newly in Japan has not been yet set. Therefore there is the need to maintain.
It is thought that a slum ghetto becomes it by the maintenance only corresponding to them after 
all. Therefore I think that it is important how an emigrant and local people live together by this 
plan how you harmonize it with Japanese culture.
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　日本で住んでいる人々と、移民の人々の共生・融和を考える事が修士設計で取り扱うテーマである。これから
の時代はグローバル化が増す事が予想される。移民が増加した場合のインフラ整備は整っていない。
2014 年２月末日　内閣府が年間２０万人の移民を受け入れる事による人口推移の試算を示した。
これは諸外国から移民を受け入れる事が現実味を帯びて来ている。近々、日本の人口構成に大きな変化が起きる
であろう。新たに日本で生活して行く人々の為のインフラは、まだ整っていない。その為、整備する必要性がある。
彼らのみに対応した整備では、結局スラム・ゲットー化すると考えられる。そこで、本計画ではいかに移民と地
元民が共生するのか、日本の文化といかに融和するのかが重要であると考えている。
零．計画概要
壱．移民増加の背景と将来像
　日本が移民に求めている事は現在のＧＤＰや規模を
維持していく為の労働人口の確保が重要な問題であ
る。これまでの日本で居住資格を持つ人はいわゆるホ
ワイトカラーと言われる人材であった。しかし、これ
から求められるのは実際の現場で働くブルーカラーと
なるだろう。彼らが日本で暮らしていく為のインフラ
整備が不十分である。言葉の壁や文化の違いによる摩
擦がトラブルを引き起こす要因となるだろう。
八束はじめ氏が『HyperDenCity』 にて東京計画 2010
として湾岸部に超大規模スケールを提案している。湾
岸部へ新しい街を計画するという点では、丹下健三の
東京計画 1960 や菊竹清訓の「海上都市」などがある。
移民という前提のもと、これらの計画を軸に湾岸部で
新たな街を計画した場合、スラム・ゲットー化される
可能性が十分に孕んでいると考えている。徹底的な邦
人による管理等があったとしたらなお、反発の力は強
まるだろう。
日本人が数多く住んでいる街の中でどのようにして移
民と共生するか、お互いの文化の相互理解を図ってい
くのかを目指す上では、上記のように湾岸部に新しい
街を計画することは最善ではない。既存の街の中で地
元民と移民がお互いに共生して行く為の整備をして行
く事が重要であると捉える。
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　東京都北区赤羽
　北区は都心のフリンジ的な場所に位置している。東京都
と埼玉県の境となっている。北区は都内の中ではインナー
シティとしてのポジションと言える。
また , 鉄道によるアクセスが抜群に良い。JR の駅が特別区
の中で最も多い 10 ヶ所北区に属している。東京方面に向
かうは京浜東北線が通い、千代田区へは東京メトロの南北
線が利用できるだけでなく、新宿方面へは埼京線が通う。
いわゆる都心部へのアクセスが高く、ベットタウンとして
価値が高い。
中でも、赤羽は非常に懐が深い街である。駅前の繁華街の
中心に小学校があったりして、夕方は下校する小学生と酒
を飲んでいる人や夕飯の買い物にきた婦人などが混じりあ
う。歴史をさかのぼると、軍事として発展した経緯や鉄道
の高架化に翻弄された神社などが街の中で見られる。アジ
アに見られる雑多・カオスな雰囲気が街の中で見られるの
である。多国籍の人々が集う事が出来るポテンシャルを要
していると考える。
北区が抱える問題の中で、少子高齢化が 23 区の中で最も
顕著である事が挙げられる。
よって移民の力とともに、いかに活性化を企てるのか？と
いうのは重要である。北区が都内のグローバル化の先駆け
として移民とともに共生していく事を提案する。
弐−Ⅰ　地域の特性に関するレポート
　地形の特性である、スリバチ地形と言う事が台地と低地
のヒエラルキーを作り出ている。これが街の形成に大きく
関わってきている。
神社がスリバチ地形の岬といる場所に位置されている事や
貝塚の存在は地形との相関が強く見られる。
また、軍都として赤羽が発展した経緯は現在の景観に大き
く関わっている。台地の上に大規模な軍事施設が計画され
ていた事が確認できる。これらは軍の解体後、赤羽台団地
や病院・大学等大きなスケールの建物の敷地へと移り変わ
る。
南北を貫いている鉄道は現在５車線分で 50 − 60m の幅
を持つ高架が走っている。これは赤羽駅を中心として東と
西の街の雰囲気が変わる境目となっている。
この赤羽駅から北へ 400m 程歩くと、高架は分岐する。そ
の片一方が赤羽八幡神社の境内の下を貫いている。台地が
軟弱で線路が地下化できなかった事が大きな要因として高
架を通す結果と成り、非常に珍しい景観を作り出してい
る。結果、八幡神社の参道から低地を見下ろすと、高架に
よって挟まれ、取り残された場所が生まれている。
鉄道の東側は低地として平たく繁華街としての特性がみら
れる。一方、西側ではスリバチ地形という特性と落着いた
住居地ということが確認できる。赤羽台団地や同潤会が整
備した赤羽普通住宅の雰囲気を感じ取る事が出来る。東と
西で雰囲気が異なり、様々な街の特性が混在している。
弐．計画推奨地について　
■ 23 区 65 歳以上の人口比率
■赤羽　地形と神社仏閣の関係性
■赤羽　23 区における位置関係
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　参−Ⅰ  赤羽駅高架下−商業地周辺
　参—Ⅱ  同潤会赤羽普通住宅地ー住宅密集地周辺
街の特性の異なる２つの地域を対象地とする。それぞれの街の中でポイントと成る場所から街へと広がっていく
様に考え、計画を進めていく。
参−Ⅰ  赤羽駅高架下−商業地周辺
　赤羽駅の高架下を中心として計画する。駅周辺は商店街や飲屋街など、繁華街として栄えている。繁華街が広
がる高架周辺に存在している空地を設計対象地として計画していく。　
参．設計対象地
■元レールが走っていたリニアな敷地 ■５車線分の高架＋高架に挟まれた場所 ■敷地ぎりぎりまで使った高層地域
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参—Ⅱ  同潤会赤羽普通住宅地ー住宅密集地周辺
　同潤会が整備した普通住宅地を中心として、空き家の改善・住居空間の整備を行っていく。北区の中で、空き
家の総数は滝野川西地区に次いで２番目に多い。そして、空き家の種類は共同が最も高い割合となっており、住
居のストックは十分にある事といえる。
北区全体 浮間 赤羽西 赤羽東 王子西 王子東 滝野川西 滝野川東
185,080 8722 28630 25808 19300 34837 50242 18889
19,110 690 3110 2920 2310 2200 5660 2220
10.3 7.9 10.9 11.3 12 6.3 11.3 11.8
空き家の内訳
戸建（％） 23 26.7 17 25.9 22.1 20.2 26.5 21.3
数 4395 184 529 330 511 444 1500 260
共同（％） 75.9 73.3 83 71.5 76.3 79.8 71.7 78.3
数 14504 506 2581 20888 1763 1756 4058 1723
住宅戸数（戸）
空家戸数（戸）
空家率（％）
建て方
■同潤会の軸となる曲道は、田んぼ道から来ている
■北区空き家率データ　
参照：空家実態調査報告書 H23 年 3 月　東京都北区
　赤羽に 2000 人の外国人を誘致し、１年間赤羽の土地に住まいながら語学や日本の文化に慣れていく事を目的
とする。それぞれの就職先で日本人と外国人の橋渡しと成る人材を輩出していく方針である。
　単なる語学学校を設けるだけでなく、彼らの文化を発信していく事を新しい赤羽の魅力としていく為の整備を
行っていくことで、両者の共生を誘発していく。商業を軸に計画していく場合、物流のターミナルの計画が重要
であるだろう。街の中で無造作に展開していくであろう店が関わる市場を計画する。
　多国籍共生街であるが故に、様々な宗教や交流施設が必要と成るだろう。街の中の教会や、自由に使える会館
等街ぐるみで使用可能なものは、共用していく。
　■  赤羽駅高架下−商業地周辺
 ・語学学校 
 ・市場  
 ・住居スペース　 500 人分
 ・サービスプログラム
 　（・相談所　・スーパー　・AV ライブラリ　・資料室　・事務所）
　■  同潤会赤羽普通住宅地ー住宅密集地周辺
 ・事務所
 ・ラジオ棟
 ・住居スペース  1500 人分
 ・商業施設
四．計画について
四ーⅠ　赤羽駅高架下−商業地周辺
　中心施設となる語学学校を計画する。ここでは誰もが
通り抜けられる、導線を意識した計画を行っていく。
語学学校の他、相談室・資料室や AV ライブラリ等サー
ビスプログラムを組み込む。
　講師は専任講師の他、赤羽八幡神社横に位置している
星美学園短期大学の人間文化学科のイタリア語の他にア
ジア系学部を増設し、学生同士の交流を図っていく。
また、住居の整備を行う。幅の広い高架に開いたスリッ
トや、共有部分をと吹き抜などを用いてパブリックスペー
スとの関わりをもたらしていく。
また、周辺のリニアな空地や高層が立ち並ぶ地域の空地
を利用して住居の整備を行う。
赤羽八幡神社の前に広がる空地は、市場として計画する。
単なるトラックの搬入経路など機能として納めるだけで
なく、お祭りなどを計画する。
空地に対して、積極的な提案をしてゆく区域としていく。
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■　語学学校
■　商店
■　市場
■　サービス
■　住居
■　事務
■高架下における提案
四ーⅡ　同潤会赤羽普通住宅地ー住宅密集地周辺　
　空き家を利用して、寮施設へと転用していく。
一般社団法人移住・住みかえ支援機構が行っているマイ
ホーム借り上げ制度を基盤に、住戸を寮として転用して
いく。
　住戸のほか、事務所・相談室等は空き家のリノベーショ
ンを中心に計画していく。
　今回の提案ではラジオ棟へと転用している。
地域へと発信した情報げんは大きくない範囲ながら、街
の情報源と成る。そしてラジオの前に広がる広場が各々
の生活感が溢れ出してゆく。
　狭い道や木密地域に対して、比較的小規模の転用へと
していき、過去同潤会がもたらした交流をはかれる場を
再築する。
五　謝辞
　学部の頃から研究室やアルバイト等、富永先生には大
変お世話になりました。
また、修士２年から一年間ですが研究室に受け入れて下
さった主査の陣内先生
副査を引き受けてくださった渡辺先生、赤松先生
ありがとうございました。
富永研究室で関わった友人、先輩、後輩。
途中から加入してきた自分と暖かく接してくれた陣内研
究室の友人、先輩、後輩
大学入学から終始設計まで関わった多くの方々に感謝致
します。
最後にいつでも自分を信用し、学業に集中させてくれた
両親に心からの感謝を致します。
Hosei University Repository
